
 理事会報告書                                       

１．概要 

 平成 31 年度 拡大理事会  

日 時 令和 1 年 7 月 13 日 14:00～17:00 

場 所 アマランス第一会議室 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、志岐浩二、永木照彦、 

小柳 傑、大石勝規、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三、柿田謙三、 

書記：大月雅之、狩浦圭介 

その他：坂井孝行(総務部部長)、大月雅之(総務部副部長)、長谷川隆史(庶務部部長)、高橋剛(財務

部部長)、増村広志(財務部)、西啓太(広報部部長)、脇屋光宏(学術研修部部長)、近藤康隆

(臨床実習班班長)、宮内利喜(学術大会支援班班長)、本田有一(映像記録班班長)、田中貴

子(専門領域部部長)、山内満(生涯学習部部長)、林田真一郎(生涯学習部副部長)、中嶋龍

星(学術研修部副部長)、林勇一郎(研修会運営班班長)、山口晃樹(推進リーダー担当)、兎

炫在(国際交流班班長)、廣重慎一(専門領域部部長)、古田弘二(倫理委員会委員長)、當麻

俊久(地域事業推進部部長)、大場裕之(地域事業推進部副部長)、木村勝志(保健福祉部部

長)、藤本剛丈(医療保険部部長)、菊池結貴(医療保険部副部長)、岡一(規約審議委員会委

員長)、平野康二(長崎地区部長)、大嶋孝明(長崎地区副部長)、尾崎武正(西彼･西海地区具

長)、濵本寿治(西彼･西海地区副部長)、村山謙治(県北地区副部長)、秀嶋敏和(諫早地区部

長)、樋口健吾(諫早地区副部長)、佐藤哲也(大村･東彼地区部長)、野口浩孝(島原地区部

長)、久保田純平(島原地区副部長)、西善博(壱岐地区部長)、吉見晃(対馬地区部長)、小田

慎也(上五島地区部長)、木場宗也(下五島地区部長)、野原尉、塩塚順(相談役) 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）長崎県理学療法士協会 災害補償制度規程の承認について 

本年度新しくした傷害保険の災害補償について、代理店より規程を提出してもらった。その後、規約
審議委員会の岡委員長に内容を改めていただき、今回提出している。災害補償規定に関しては日本理
学療法士協会規定に準じて見直しを行っている。長崎県理学療法士協会の全ての事業の行き帰りも含
めて、参加したすべての会員が災害に見舞われた場合に補償される。審議の結果、提案通り可決され
た。 

２）専門・認定 PTへの NPTA活動協力に対する意向調査の実施について 
昨年度、専門・認定 PTに対してアンケートを実施し活用中。今年度もアンケートを実施し、研修会講
師等ご協力いただきたい。審議の結果、提案通り可決された。 

３）管理者申請に関する審議の件について 
7 月 29 日開催予定の協会指定管理者研修会で協会指定管理者(初級)の取得にあたり、会長推薦が必要
な 24名が挙がっている。申請書の宛名に会長の名前を追記する。審議の結果、提案通り可決された。 

４）厚生労働省指定 臨床実習指導者都道府県講習会の開催計画について 
指定規則改正により臨床実習指導者の要件が厳格化。中央講習会を受けた方が都道府県での講習会を
開く流れ。今年度の講習会開催日及び県士会から支出する補正予算についての審議となる。(資料参
照)今年度は県士会と養成校で調整会議を 2 回予定。A 日程が令和元年 11 月 3、4 日、B 日程が令和 2
年 3 月 7、8 日を予定。予算は 2 回で 100 万円を予定。費用について、養成校も支出しにくい状況で
養成校教員が講師ならびにファシリテーターを担当する場合は講師手当及び交通費を支出しない旨を
確認しており、予算 B の 414,000 円で企画するつもり。1 回につき 100 名の参加で資料代が 1,000 円
なので 1 回につき 100,000 円の収入があり、実質 2 回で 200,000 円程度の支出を予定。来年度以降も
継続する事業。JPTA は来年度も中央講習を予定しており、今後養成者は増え、回数も増えると考え
る。参加者について、県内の養成校 4 校の実習を受け入れている施設を優先する方向で学校側と検討
する。今回から在宅系での実習も入ってくるので、通所系や訪問系に関わる PT も参加してほしい。
PT は OT 主催の研修を受けて、OT と医政局が発行した修了証で臨床実習受諾可能。逆も同じとなる
が、基本的には PT は PT でやろうと考えている。会費について、非会員は会費 20,000 円と資料代
1,000 円、会員は資料代のみ 1,000 円で受講可。各施設へはクエスタントでアンケートをとる予定。
研修が必要となるのは 2020 年度入学者の長期実習から。審議の結果、提案通り可決された。 

５）厚生労働省指定 臨床実習指導者都道府県講習会の開催に係る調整会議の補正予算について 



第４号議案に関し調整会議を 4回開催し、残り 2回行う予定。臨床実習班の補正予算 70,000 円の承認
について審議。また医療介護の確保基金で OT 士会と一緒に申請を提出。セレクションにかかれば補
助金が下りる。審議の結果、提案通り可決された。 

６）社会事業局地域事業推進部健康増進班新事業について 
県の中学校総合体育大会軟式野球競技への正式なサポート活動の依頼あり。7月 27日から 29日、4会
場のサポート。中学校なので主催者側からの報償費はないが、弁当と飲み物は出る。日当、交通費、
会議費がこちらからの持ち出しとなり、補正予算として 7 万円を挙げる。担当部門は地域事業推進部
の健康増進班を考えている。審議の結果、提案通り可決された。 

 ７）第 3 回キッズベースボールフェスタ＆野球肘検診について 
標記、今年度 1 回立案していたが、新たに五島地区での開催が追加され 2 回の事業となる。謝礼、交
通費、宿泊費は事業主体から支給され、県士会からの持ち出しはない予定。協力スタッフについて、
五島会場においては 10 名から 15 名で、そのうち数名は五島地区の理学療法士に協力してほしい。基
本的にはこちらから公募をかける。追加事業ということで承認を。下五島で 9 月に研修会があり大石
理事が講師。野球肘サポートネットワークの野球肘教室の世話人でもあるので、その研修会で野球肘
についても話す。審議の結果、提案通り可決された。 

８）新入会会員の承認について 
入会 11名、退会 4 名、休会 5名、復会 2 名。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 1 四半期事業報告について 

2019年度の第 1 四半期の事業報告について、新人オリエンテーションは関わった 3 部局全て報告があ
り、内容が異なった。地域局と教育学術局報告も互いに報告あり、参加人数が違っていた。今後共同
で事業する場合、報告を担当する部署を決めるようにする。 

 ２）総会報告(定款変更、会費徴収規程変更、内規変更)について 
6 月 2 日の総会において定款変更を決議。p40の事務所と p44の附則を変更。p47の会費徴収規程(案)
の第 4 条、会費を 7,000 円から 10,000 円に変更。p48 附則の文言を変更。p59、内規の部分で講師手
当の支給額を資料通り変更。p62 附則を変更。 

３）事務局財務部から部局や地区に向けて、(講師料変更に伴う)事務手続き等の周知確認について 

今年度から講師手当が改定され、上半期の事業はチェックしている。今後の事業は事前にいくら払え
ばよいか確認してほしい。地区研修会で学術とコラボレーションした形での研修会が開催されている
が、講師手当は総会資料にある金額を基本とし、疑問があれば事前に直接財務に確認してほしい。抱
き合わせになった場合、三役も確認するので各理事から報告するようにする。 

４）事務局総務部から傷害補償(災害補償規定)の周知確認について 

第１号議案の説明で併せて報告。 
５）臨床実習指導者講習会の件について 

第４号議案の説明で併せて報告。 
６）新生涯学習システムの件について 

       生涯学習制度が 2021 年 4 月から運用開始。登録理学療法士になるまでの過程が前期、後期に分かれ
ている。前期 22 コマ座学で 33時間、後期 51 コマ座学で 76.5時間。OJTや e-ラーニングを積極的に
活用する。認定理学療法士、専門理学療法士については 2019 年の秋頃までにある程度の骨格が出来
上がる予定。専門・認定の新しい制度化におけるポイントの移行も徐々に固まってきている。 

７）第 1 回地区研修会の報告について 
     ポイントが取れるということで参加者多かった。アンケートを取り忘れたことが反省点。 
８）第 1 回地区研修会(役員地区巡回)について 

       第 1 回地区研修会に地区巡回ということで役員も参加。441 名の会員に総会の内容等を詳しくアナウ
ンスする機会となった。今後は島嶼部への巡回を予定。下五島と壱岐地区日程、出向役員を調整中。
大村地区や上五島なども調整する。  

９）長与ヘルシーウォーキングの事業中止について 
       標記について、準備体操や障害予防などで関わってきたが、長与町主体で開催できるようになったた

め、長与町に確認した上で関わりを一旦中止。別事業を開催する際、再度支援する方向となった。 
１０）長崎地区がんばらんばキャンペーン 春の健康まつりについて 
    長崎市からの出店の意向調査や正式文書が平野長崎地区代表の職場に来た。今後は窓口を事務所に

一本化し、理事を経由し各部局・担当に下りていく流れを確認している。また、参加スタッフの職
場から持ち込んだ握力計が破損した。今後施設からの持ち出しや士会事業で使う物品についてはル
ールを検討する。     

１１）ぴーかんてらす第 10 号発刊計画について 
  9 月～10 月発刊予定。災害リハは第 11 号に回す予定。各施設へ抱き合わせ郵送も可能。県士会事

業やトピックなど、ネタがあれば提供いただきたい。メール配信は月末くらいに次月の予定を配
信。4 月現在、約 2100 名の会員でメール配信は 1773 名に実施。 

 １２）第 12 回 JIMTEFF災害医療研修ベーシックコース 報告について 
     第 12 回 JIMTEFF 研修会に 6 月 15，16 日両日参加した。参加者は 87 名。REHUG というゲーム

を経験し、有意義だった。J-RAT との役割分担を明確にする必要性あり。被災地への人材派遣の派
遣基準について、大阪では県士会独自の研修会を行い、その受講者から派遣している。栄養士会で
は中央に各県から代表者を集めて研修し、その人たちが各県で研修会を開いているということ。災



害リハの委員会について、本協会としても会員を守るスタンスで組織化を図っている。 
 １３）協会長賞受賞報告について 

  今年は前会長の塩塚先生が受賞。今後も規定に該当する会員を推薦していく。 
 １４）(田中まさし)参議院選挙の件について 

  21日投開票、なるべく期日前投票を。ポスターは持ち帰り自由なので是非職場への掲示をお願いし
たい。 

 １５）その他報告事項 
・理事会会議システムについて、会議システムのポイントは情報共有について事務所内外からアクセ
スができ、アクセスについてのセキュリティがしっかりしており、現実的な価格であること。会議
中の資料、プレゼン等を画面で見ながら会議ができる。遠隔地からの参加も可能。会議を動画で残
し、後日閲覧や会議資料の保存もできる。情報共有・環境構築について、事務局に BOX を設置し、
インターネットで繋ぐことで事務局内外からファイルの保存や共有が可能。WEB 会議システムにつ
いて、事前の資料閲覧ができる。また事前に資料を保存しておけばタブレットを見ながら参加でき
る。ペンタブがあれば手書きも可能。こういう形でペーパーレスは実現できる。費用についてはル
ーターついては事務局についているので無料。共有用 BOX は 12 万円。プロジェクターは約 16 万
円。タブレットは事務所で今後、検討とのこと。会議参加者用会議システムライセンスは 1 人あた
り月額 540 円。労務費が 12 万円。 

・2020 年 10 月 17、18 日アルカス佐世保にて九州理学療法士学術大会 2020inSASEBO が開催予定。
テーマは「理学療法の EPDCA」。内容は特別講演、運動器、神経系、循環器、地域という 4 テーマ
の教育セミナー、シンポジウム、県民公開講座。講師には全て内諾を得ている。 

・長崎理学療法の発刊について、年度を跨ぎ、昨年度分を年度を又井で４月発行。担当者にヒアリン
グしたところ、事業の進捗管理が出来ていなかった。担当者だけではなく、部局の計画が不十分で
あった。今年度は計画を立てて、理事会で進捗をチェックしていく。詳細は次の理事会で説明予
定。 

・中華人民共和国成立 70 周年記念レセプションについて案内が来たが、所用等あり欠席とする。 
・井手副会長が所属先の長崎リハビリテーション病院の副院長に就任。 
・維持期リハの改定で 13 単位のリハビリができなくなり、デイケアを探さないといけなくなる。デイ
ケアの情報が更に必要というケアマネの意見がある。訪問リハマップなどのように、デイケアマッ
プのようなものを作成してもよいのではないか。Web 会議については看護協会も総会を Web 会議に
して島嶼部に流し、離島で見た方も参加者に入れている。遠方にモニターを設置し、そこで総会を
見た会員も参加者に含むという言葉を定款に入れれば有効となるのではないか。島嶼部の方も総会
を見られる、総会としても参加者が増える。これら提案事項については今後検討。 

 
 


